
 

 

1. 開発委員会は、3 月 2 日に、国連総会が 141 カ国の多数で、「憲章第

2 条 4 項に違反するロシア連邦によるウクライナへの侵略を最も強い

言葉で非難し」、「ロシア連邦が直ちにウクライナに対する武力行使

を停止するよう要求する」決議である ES-11/1「ウクライナへの侵略」

1を採択したことを想起する。35 カ国が投票を棄権し、5 カ国が決議

に反対票を投じ、いくつかの国は立場を表明しなかった。 

2. 開発委員会は、4 月の前回会合以降、ウクライナに対するロシアの戦

争が甚大な人道的影響をもたらし、直接的及び間接的な経路を通じ

て世界経済に有害な影響を及ぼし続けていることを認識する。開発

委員会は、10 月 12 日に、国連総会が 143 カ国の多数で、「政治対話、

交渉、調停、その他の平和的手段による現在の状況の緩和と紛争の

平和的解決」に対する強い支持を表明する決議である ES-1 1/L.5「ウ

クライナの領土一体性及び国連憲章の原則の擁護」2を採択したこと

を認識する。 

3. 開発委員会は、分断を防ぎ、世界経済の統合を守るために、国際協

力の拡大と多国間主義の強化の要請を再確認する。 

4. 世界経済は、目下の複数の危機によって負の影響を受け続けている。

ロシアのウクライナに対する戦争は、これらの危機による課題を悪

化させた。長期化する新型コロナウイルス感染症（COVID-19）パン

デミックの影響と、関連する公衆衛生及び教育の危機、債務の増大、

気候変動と生物多様性の喪失、食料不安、エネルギー・アクセスの

 
1 国連決議 ES-11/1 より引用。 

2 国連決議 ES-11/L.5 より引用。 
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不足、脆弱性、紛争とそれに起因する移住、サプライチェーン及び

貿易の途絶は、急速な世界成長の鈍化をより深刻なものとし、貧困

削減の後退と不平等の拡大を引き起こした。世界的な高インフレの

持続は、更なる金融環境の引き締めや、借入コストの上昇を引き起

こし、金融面の逼迫をもたらす可能性がある。財政余地が逼迫する

中、最も脆弱な人々を保護しつつ、既存の財源をより効率性かつ的

を絞ったものとし、非効率的で歪曲的な補助金に対処する必要があ

る。更に、最近の物価の高騰は、エネルギー・食料不安や栄養失調

を悪化させる可能性が高い。これらの課題に対処するには、多国間

の協力を強化することが不可欠である。 

5. 我々は、世界銀行グループ（WBG）及び国際通貨基金（IMF）に対し、

マクロ経済及び金融の安定性維持、国内資金動員、租税回避及び脱

税との戦いにおける協力、質の高い支出、汚職や不正資金流入及び

利益移転の抑制、債務脆弱性の軽減、貿易の促進、より大規模な民

間資金の動員といった取組を強化しつつ、包摂的かつ持続可能な経

済成長の加速、雇用創出、社会保護の拡充を支援する野心的な政策

対応及び資金提供プログラムを実施するため、政策立案者と引き続

き連携することを求める。SDGs の達成に貢献しつつ、持続可能な方

法で極度の貧困の撲滅と繁栄の共有の促進という目標に沿って、貧

困家庭や最も脆弱な人々の福利の保護・改善に、改めて焦点を当て

る必要がある。 

6. 我々は、食料不安、大規模な学習と雇用の喪失、気候変動の緩和と

適応、その他の長期的な開発課題への対応を目的とした、2023 年 6

月までに 1,700 億ドルを上限とした支援を含む、複数の重なり合った

危機に対するオペレーション対応の枠組みを定めた、WBG の「グロ

ーバル危機対応パッケージ」を評価する。これらの取組は、グリー



ンで強靭で包摂的な開発アプローチに裏打ちされたものでなければ

ならない。我々は、WBG が全ての国・地域において迅速かつ大規模

に対応する柔軟性を有することを歓迎するとともに、世界銀行に対

して、環境・社会・受託者リスクを管理するため、監督の強化及び

現地プレゼンスの強化を確保することを求める。我々は、WBG が、

支援対象国に対する取組・技術支援を通じて、ジェンダー平等にコ

ミットしていることに勇気づけられる。我々は、この面での更なる

進展と、「ジェンダー戦略」の更新を期待する。我々は、十分かつ効

率的で公平な教育、保健、社会保護制度への投資を継続することの

重要性を強調する。我々は、包摂的かつ持続的な回復と開発の鍵と

なる、雇用創出と経済的変革をもたらすため、活力ある民間部門を

促進するにあたり、WBG の役割を支持する。全ての支援対象国を支

えるという WBG の原則に基づき、我々は、マネジメントに対し、中

所得国（MICs）の開発課題に対処するためのアジェンダを要請する。 

7. 我々は、「パンデミックに対する予防、備え及び対応のための金融仲

介基金（PPR FIF）」の承認と、これまでに表明された同基金に対する

14 億ドルの拠出を歓迎する。G20 諸国や、その他のドナーによる支

援、そして世界保健機関（WHO）とのパートナーシップによって、

PPR FIF は、パンデミック対する予防、備え及び対応（PPR）を支援

し、重要な能力ギャップを埋めるため、投資を最も早急に必要とす

る先に資金を配分していく。我々は、WBG に対し、ワンヘルス・ア

プローチの推進にむけ、多国間パートナーと共に、協調的、包摂的、

かつ専門性に基づいた取組を引き続き強化することを求める。この

取組や、その他の国際保健に関する取組は、将来のパンデミックを

防ぎ、封じ込めるために必要な中核的能力の構築に不可欠であると

ともに、公衆衛生システムの強化や、ユニバーサル・ヘルス・カバ



レッジの推進をもたらすものでもある。 

8. 我々は、ロシアのウクライナに対する戦争により更に悪化した、最

近の食料及びエネルギー市場に対する連動したショックを深く憂慮

している。我々は、WBG の迅速かつ継続的な対応を評価するととも

に、同機関に対し、支援対象国と共に、脆弱な人々、特に女性を保

護するための活動を継続するため、i) 食料、栄養、エネルギーのニー

ズを満たすための社会的セーフティネットの拡充、ii) 多様化や、非

効率な補助金や政策の段階的廃止、浪費や過剰消費の回避を通じた、

食料・エネルギーバリューチェーンにおける生産能力及び消費効率

の向上、iii) 食料・農業・エネルギー部門における貿易フロー、貿易

金融、地域統合の促進、 そして iv) 農業技術の支援及び食料・エネル

ギーシステムの強靭性強化のための投資の促進、を求める。我々は、

持続可能な食料・肥料生産の促進や、貯蔵及び廃棄の削減のための

対応、貿易の円滑化、脆弱な世帯と生産者の支援に向けた取組を含

む、食料安全保障を目的とした、WBG による 300 億ドルの支援提供

にかかるコミットメントを歓迎する。我々は、食料安全保障に悪影

響を及ぼす、緊急の国際収支圧力に各国が対処することを支援する、

IMFの新たな「食料ショックウィンドウ」の設置を歓迎する。また、

我々は、国連食糧農業機関（FAO）、国際農業開発基金（IFAD）、IMF、

WBG、国連世界食糧計画（WFP）、世界貿易機関（WTO）の間の食料

安全保障と栄養に関する協調、及び、特に脆弱性・紛争・暴力（FCV）

の状況において、危機に対応し、最も脆弱な人々を保護する他の多

国間イニシアティブを歓迎する。 

9. 我々は、気候変動と生物多様性の損失が、開発目標を更に阻害する

であろうことを強調する。従って、気候、生物多様性、及び持続可

能な開発への取組は、全ての国にとって、これまで以上に重要であ
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る。統合的な気候変動対策には、あらゆる資金源による、より大規

模かつ協調的な資金調達、一貫した統合的な戦略、及び、良い結果

を招く環境整備が必要である。温室効果ガス排出量が少なく、気候

変動に対して強靭な経済への移行には、FCVや、資金調達に大きな課

題を抱える小国を含む全ての支援対象国において、短・中期的に多

額の年間投資が必要となる。我々は、途上国における最大の多国間

気候変動ファイナンスの供給者としての WBG の役割を認識する。

我々は、WBG が管理する 19億ドルの外部資金に加えて、300億ドル

を超える気候変動ファイナンスを提供した、昨年度の WBG の記録的

な実績を称賛する。我々は、WBG が気候変動行動計画を引き続き実

施することを奨励する。我々は、WBG による、国別気候・開発報告

書（CCDR）を診断ツールとして提供する先駆的な取組を強く歓迎す

る。CCDR は、気候アジェンダ、開発アジェンダ、及び「国が決定す

る貢献（NDCs）」を実現するために、各国それぞれにとって影響力

のある行動を特定するのに役立つものである。我々は、WBG 及び他

の国際開発金融機関（MDBs）が、パリ協定の準拠にあたり、重要な

役割を果たすことを求める。我々は、WBG に対し、他の機関と連携

し、i）各国の、気候変動対策への投資に関する長期戦略の策定、ii）

民間資金を動員し、低炭素で強靭な開発に準拠したビジネス環境の

醸成に資する、与信可能で気候変動に対して強靭な投資のための改

革やプロジェクトの準備、審査、構造化、iii）適応と緩和のための譲

許的資金及びブレンデッド・ファイナンスの拡大、iv）公正なエネル

ギー移行を可能にする高品質かつ持続可能なインフラへの大胆な投

資の支援、を求める。我々は、COP27 及び COP15 で行われる議論と

目標に期待する。我々は、有意義な緩和行動と、実施における透明

性の文脈において、途上国のニーズに対応するために、2020 年まで



に年間 1,000 億ドル、以降 2025 年まで毎年共同で動員するという目

標に対する先進国のコミットメントを想起し、再確認する。そして、

可能な限り早く、その目標を完全に達成することの重要性を強調す

る。 

10. 我々は、COVID-19 パンデミックによって悪化した世界的な学習危機

を深く憂慮する。貧困層や若年層の生徒における大きな学習の損失

は、将来の収入を低下させ、生産性を弱め、貧困を拡大し、不平等

を深刻化させることが予想されており、特に思春期の少女は、多く

の場合、より大きなリスクに直面する。我々は、人的資本、教育シ

ステム、将来の生産性を守るため、学習とスキルに対し、優先して

投資を行う WBG の活動を称賛する。我々は、WBG に対し、データ

ギャップを解消し、全ての子どもたちのための基礎的スキルや、教

師およびカリキュラムの質への注力を継続するよう求める。また、

WBG が、中等教育や職業教育、起業家訓練やスキルを通じて、若者、

特に女子や疎外された人々に対して投資することを奨励する。デジ

タル技術は、質の高い教育を提供し、スキルを向上させ、将来の危

機に備えるための知識を共有するために活用されるべきである。 

11. 我々は、パートナーの寛大な貢献と国際開発協会（IDA）の強固な財

務モデルにより、IDA支援対象国に対し記録的な 930億ドルのパッケ

ージを提供することになる、IDA第 20次増資（IDA20）の成功裡の実

施を期待する。この資金提供は、特に FCV 環境下にある場合におい

て、低所得国（LICs）及び適格な中所得国（MICs）が、複数の危機

に対処し、よりグリーンで強靭で包摂的な未来を構築するための取

組を支援する。我々は、WBG が、IDA20 のコミットメントを通じて、

自然に配慮した投資を追跡するための手法を開発・実施するために

行った、重要なステップを歓迎する。 



12. 我々は、WBG と IMF が、LICs と MICs に対し、財政政策、公共投資

プログラム、公的・民間債務管理枠組みの強化にかかる各国の事情

に応じた政策提言を提供することを通じた、公的・民間債務の脆弱

性の増大に対処するための政策立案者との緊密な連携を奨励する。

我々は、WBG と IMF が、それぞれのマンデートの下で、パリクラブ

とともに、債務再編を必要とする適格国のために「共通枠組」の実

施を支援するための協力を実施していることを認識する。我々は、

民間債権者を含む全ての当事者が、債務管理と透明性の強化のため

の共同の取組を継続することの重要性を再確認する。我々は、レポ

ーティングの強化を通じて、データの正確性の向上を図る WBG の継

続的な取組を歓迎する。 

13. 我々は、WBG マネジメントに対し、地球規模の課題への対応を強

化・拡大し、全ての支援対象国において二大目標と SDGs の達成に向

けて進むために、戦略的優先事項、強みとギャップ、インセンティ

ブ、業務アプローチ、財務基盤を含む、WBG の共有されたビジョン

を強化するための、理事会との体系的な対話に参加することを求め

る。 

14. この文脈において、我々は、WBGマネジメントに対し、WBGの現在

の制度・業務上の枠組みにおけるギャップを特定の上、理事会での

検討のために、年末までにワーク・プログラムを提供することを求

める。このワーク・プログラムは、全ての支援対象国の進化するニ

ーズに対応し続けるために、WBG の役割と能力を強化することを目

的とすべきである。これには、WBG のバランスシートを責任を持っ

て最も効率的に活用し、新たな財源を生み出し、より幅広い国際金

融アーキテクチャー全体の調整と協力の強化に貢献するための適切

な財務改革の設計、各国の需要のインセンティブ付け、そして WBG



による効果的な対応を妨げるあらゆる業務上の障害への対処を含む

べきである。WBG は、自らの資金を投入するだけでなく、民間部門

の資金を動員するとともに、LICs、特に FCVやアフリカにおいて大幅

に増加した課題に対応するため IDAに大規模な譲許的資金を動員し続

け、知識やデータを生成・共有し、国内資金動員を含む政策改革を

促進するにあたり、重要な役割を担っている。 

15. WBG マネジメントは、2023 年の春会合までに、この対話の状況につ

いて報告すべきである。 

16. 我々は、長期的な財務持続可能性、強固な信用格付け（AAA 格付け

等）、及び優先債権者の地位を維持しつつ、WBGのバランスシートを

最も効率的に活用し融資能力を高めるために、WBG マネジメントに

対し、G20 が委託した「MDBs の自己資本の十分性に関する枠組

（CAF）の独立レビュー」の勧告の検討を要請する。我々は、マネジ

メントが理事会との連携を強化し、CAFレポートに示された各提言に

ついて、WBG の機関への適用可能性を含め、体系的に評価・議論す

るためのロードマップを年末までに策定し、フォローアップするこ

とを求める。我々は、マネジメントが、2023 年春会合より前の適切

な時期に、株主による検討のために実施計画を策定するとともに、

合意された優先行動の実施に関するフォローアップを 2023 年中に行

うことを期待する。 

 


